
  

 

校訓「自主・協同・責任」徳富蘇峰書 

(土浦一高発足後に揮毫されたもの)(上) 
終戦直後に掲げられた英文の門標(下) 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

     
 

                    

土
浦
中
学
最
後
の
入
学
生 

 

1946

年
４
月
７
日
か
ら
入
学
試
験
が
始
ま
り
、

国
語
・
数
学
の
学
科
試
験
が
復
活
、
面
接
試
験

(

受
験
生
５
名
、
面
接
官
３
名)

と
合
わ
せ
て
、

９
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
志
願
者
719
名
の

中
か
ら
305
名
が
合
格
し
、
入
学
式
は
18
日
に

雨
天
体
操
場
で
挙
行
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
第
１

学
年
か
ら
第
５
学
年(

1942
年
度
入
学
生)

ま
で

の
全
学
年
が
揃
い
ま
し
た(

５
月
20
日
現
在
の

生
徒
数

1717
名)

。 

 

翌
1947

年
４
月
１
日
に
は
、
学
制
改
革(

６
・

３
制
、
新
制
小
中
学
校
の
発
足)

が
行
わ
れ
、

旧
制
中
学
校
の
生
徒
募
集
は
停
止
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
1946

年
度
が
土
浦
中
学
へ
の
最

後
の
入
学
と
な
り
、
こ
の
学
年(

併
設
中
２

回
・
高
４
回)

は
、
1950

年
４
月
に
新
制
中
学
か

ら
の
入
学
生(

高
５
回)

を
迎
え
る
ま
で
、
後
輩

を
持
た
な
い
学
年
と
な
り
ま
し
た
。 

６
・
３
制
教
育
の
開
始
と
と
も
に
、
学
校
教

育
法
施
行
規
則(

1947
年
５
月
23
日
、
文
部
省
令

第
11
号)

に
よ
り
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
中
学

校(

新
制
中
学
校)

が
、
旧
制
中
等
学
校
内
に
併

設
さ
れ
ま
し
た
。
旧
制
中
等
学
校
に
在
籍
す
る

学
齢
生
徒(

義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
適
切

と
さ
れ
る
年
齢
の
生
徒)

の
新
制
高
校
へ
の
入

学
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
1947

年
４
月
か
ら
の

２
年
間
に
限
り
、
中
等
学
校
に
併
設
中
学
校
が

設
け
ら
れ
た
の
で
す
。
旧
制
中
学
校
の
１
・
２

年
修
了
者
を
新
制
中
学
校
の
２
・
３
年
生
と
し

て
収
容
し
た
も
の
で
、
本
校
で
も
、
1945

年
度
入

学
生
が
併
設
中
３
年
生
と
、
1946

年
度
生
が
２
年

生
と
さ
れ
ま
し
た
。
暫
定
的
・
経
過
的
措
置
で

設
置
さ
れ
た
併
設
中
学
校
は
、
新
た
な
生
徒
を

募
集
せ
ず
、
在
校
生
は
２
・
３
年
生
の
み
の
中

学
校
で
し
た(

１
年
生
に
相
当
す
る
生
徒
は
、
新

制
中
学
校
に
入
学
し
た
。)

。 

 

真
鍋
台
の
校
舎
に
は
、
茨
城
県
立
土
浦
中
学

校
の
４
・
５
年
生
と
茨
城
県
立
土
浦
中
学
校
併

設
中
学
校
の
２
・
３
年
生
と
が
併
存
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
１
年
生
が
い
な
い
だ
け
で
、

全
員
が
旧
制
土
浦
中
学
校
へ
の
入
学
生
で
あ

り
、
併
設
中
２
・
３
年
生
も
、「
自
分
た
ち
は

土
浦
中
学
の
２
・
３
年
生
だ
！
」
と
の
思
い
を

強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

新
校
訓
制
定 

 

今
宮
新
校
長
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
た
1946

年

度
に
は
、
相
変
わ
ら
ず
の
物
資
不
足
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
生
活
本
来
の
明
る

さ
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。
４

月
27
日
に
全
校
遠
足
を
、
７
月
19
日
に
は
県

南
中
学
野
球
大
会(

土
中
会
場)

を
、
秋
に
は
秋

季
大
運
動
会
・
水
泳
大
会
と
日
本
体
育
専
門
学

校
生(

1946
年
に
日
本
体
育
専
門
学
校
が
土
浦
海

軍
航
空
隊(

予
科
練)

跡
地
に
移
転
し
、
1949
年
に

日
本
体
育
大
学
と
な
り
、
1951
年
に
世
田
谷
区
深

沢
へ
全
面
復
帰
し
た
。)

に
よ
る
演
技
披
露(

器

械
体
操
・
徒
手
体
操)

と
を
行
う
な
ど
し
て
、

学
校
行
事
を
復
活
さ
せ
、
部
活
動
も
活
発
に
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
３
日
の
日

本
国
憲
法
公
布
に
合
わ
せ
て
、｢

自
主
・
協
同
・

責
任｣

の
土
浦
中
学
の
新
校
訓
を
制
定
し
た
の

で
す
。
こ
の
新
校
訓
の
制
定
に
つ
い
て
、
第
８

代
校
長
今
宮
千
勝(

1946
年
～
1947
年
在
職)

は
、

後
年
、｢

土
浦
一
高
進
修
新
聞
第
27
号｣(

1957

(
昭
和
32)

年
刊)

に
『
校
訓
の
生
ま
れ
る
ま
で
』

と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

終
戦
直
後
は
、
極
度
な
混
迷
が
我
が
教
育

界
に
も
襲
っ
て
来
て
、
教
師
は
教
育
の
指
標
を

失
い
、
学
徒
は
修
業
の
拠
り
所
を
失
っ
て
、
空

白
の
巷
に
彷
徨
し
た
。
勿
論
、
世
相
は
混
沌
と

し
て
、
目
を
覆
う
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
。
今

ま
で
の
教
育
上
の
伝
統
は
、
跡
形
も
な
く
毀
た

れ
【
コ
ボ
た
れ
。
こ
わ
さ
れ
る
。
破
毀
さ
れ
る
。
】

て
い
き
、｢

国
家
的
な
も
の
、
軍
事
的
な
も
の
、

一
切
を
焼
却
し
ろ
。｣

と
の
当
局
の
厳
命
で
、

辞
書
の
中
か
ら
、｢

軍｣

と
か｢

戦｣

と
か
の
文
字

を
拾
っ
て
は
、
墨
で
塗
り
潰
す
始
末
で
あ
り
、

国
家
的
な
文
献
を
見
付
け
出
し
て
は
、
毎
日
の

よ
う
に
校
庭
の
隅
で
焼
き
捨
て
た
。
後
に
得
難

い
よ
う
な
歴
史
的
な
文
献
・
参
考
書
は
、
煙
滅

に
忍
び
な
い
の
で
、
密
か
に
民
家
の
倉
を
借
り

て
保
管
し
、
厄
を
免
れ
た
。
大
凡
【
タ
イ
ハ
ン
・

タ
イ
ボ
ン
。
お
お
よ
そ
。
あ
ら
ま
し
。
】、
こ
う

し
た
姿
が
当
時
の
有
様
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
時
で
あ
り
、
ま
た
文
部
省
か
ら
し

て
、
明
確
な
教
育
上
の
根
本
精
神
も
示
さ
れ
ず
、

況
し
て
、
新
時
代
教
育
の
具
体
的
諸
内
容
に
至

っ
て
は
、
五
里
霧
中
の
実
情
。
表
向
き
平
静
を

装
っ
て
は
い
て
も
、
教
師
も
生
徒
も
、
思
想
の

空
洞
の
陰
に
潜
む
不
安
を
覆
う
べ
く
も
な
か

っ
た
。 

 

由
来
、
青
少
年
時
代
ほ
ど
、
理
想
を
希
求
し

輝
か
し
い
憧
憬
を
も
つ
時
代
は
な
く
、
青
少
年

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
き
、
こ
れ
を
仰
い
で
、

精
進
努
力
す
る
時
代
な
の
で
あ
る
。
明
る
く
強

い
人
生
の
指
標
の
灯
が
、
若
い
者
の
胸
に
消
え

る
時
に
、
青
年
の
前
途
は
暗
く
、
方
向
は
失
わ

れ
る
。
当
時
の
職
員
が
、
い
た
く
憂
慮
し
た
の

は
こ
の
点
で
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
の
始
業
の

当
初
か
ら
、
新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
、
金
字

塔
と
し
て
の
新
校
訓
を
打
ち
建
て
た
い
、
と
い

う
の
が
当
時
の
本
校
の
中
心
課
題
と
成
り
、
わ

た
く
し
は
、
こ
の
た
め
に
心
胆
を
砕
い
た
。 

 

苟
も
、
校
訓
た
る
以
上
、
慎
重
に
慎
重
を
期

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
校
訓
の
一
般
的
具
備
条
件
と

し
て
は
、
学
校
教
育
の
指
標
で
あ
り
、
ま
た
、

学
徒
の
人
生
錬
磨
の
指
針
で
あ
る
以
上
、
教
育

上
の
理
念
に
基
づ
き
、
倫
理
学
上
の
理
念
に
も

照
ら
し
て
、
永
遠
の
真
理
性
を
持
つ
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
を
第
一
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
当
に

民
主
主
義
国
家
と
し
て
の
国
是
に
即
応
し
て
、

２０２０(令和２)年１月１４日 
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土浦中学から土浦一高へ３ ～新校訓 ｢自主・協同・責任｣～ 

 1946(昭和 21）年度にも、食糧不足や猛烈なインフレに悩まさ

れましたが、土浦中学では、学校行事を復活させるなどして、

快活な日々を取り戻していき、11月３日には、日本国憲法の公

布に合わせて、新校訓を制定しました。 

引用文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

 

 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



  

 

1955(昭和 30)年の航空写真。 
講堂の東側に植えられた記念樹が，まだ

小さかったのが分かる。 

教
育
訓
と
し
て
も
、
人
生
訓
と
し
て
も
、
そ
の

性
格
が
明
ら
か
に
現
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

青
少
年
の
真
理
に
照
応
し
、
溌
剌
と
し
て
伸
び

行
く
若
さ
を
培
う
べ
き
も
の
で
あ
り
た
い
。
こ

う
し
た
原
則
的
な
条
件
の
上
に
、
不
抜
の
信
条

を
打
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

 

五
月
一
日
、
職
員
会
議
を
開
き
、
基
本
的
考

え
に
よ
る
校
訓
制
定
の
方
針
を
示
し
、
わ
た
く

し
が
か
ね
が
ね
懐
い
て
い
た
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
の
所
信
を
披
瀝
し
て
、
職
員
に
諮
り
、

慎
重
討
議
す
べ
き
資
料
を
示
し
、
そ
の
研
究
に

委
ね
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
直
ち
に
校
訓
制
定

委
員
会
を
組
織
し
、
度
々
委
員
間
の
討
議
を
重

ね
、
推
敲
を
積
ん
だ
。 

 

わ
た
く
し
は
、
当
時
こ
ん
な
心
構
え
で
校
訓

制
定
に
当
っ
た
。
大
方
の
校
訓
は
、
と
も
す
る

と
校
長
一
個
の
志
向
か
ら
出
て
、
或
は
某
古
典

の
中
の
名
文
句
な
ど
を
抽
出
し
て
、
一
方
的
に

作
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
新
し
い
教
育
に
お
け

る
校
訓
は
、
そ
う
し
た
経
緯
で
作
ら
れ
る
べ
き

で
な
く
、
職
員
全
体
が
共
に
和
し
て
考
え
、
生

徒
も
ま
た
、
我
が
血
・
我
が
肉
と
し
て
関
心
を

持
ち
、
校
長
も
職
員
も
生
徒
も
、
三
者
一
体
と

成
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
固
く
信
じ

て
い
た
。 

 

そ
こ
で
一
方
、
職
員
に
諮
る
と
共
に
、
生
徒

と
も
語
り
合
っ
た
。
特
に
卒
業
年
度
【
中
47
回
】

の
三
つ
の
組
に
対
し
て
は
、
毎
週
各
々
一
時
間

宛
て
の
授
業
を｢

研
修｣

と
い
う
名
の
下
に
当

初
か
ら
受
け
持
っ
た
。
そ
れ
は
五
年
の
み
で
な

く
、
欠
課
の
生
じ
た
組
に
は
、
一
年
だ
ろ
う
が

四
年
だ
ろ
う
が
満
遍
な
く
、
随
時
に
埋
め
合
わ

せ
の
授
業
に
出
た
。
勿
論
、
教
科
に
は
関
係
な

く
、
テ
キ
ス
ト
も
な
く
、
世
間
話
に
交
え
た
人

生
訓
を
語
り
、
ま
た
生
徒
か
ら
も
聞
い
た
。
さ

し
ず
め
『
論
語
』
の
一
節
で
も
引
用
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
当
時
は
そ
れ
も
成
ら
ず
、

愛
読
し
て
い
た
民
主
主
義
の
書
や
若
い
頃
読

ん
だ
青
年
向
け
の
英
語
の
修
養
書
か
ら
、
新
時

代
に
即
し
た
も
の
を
取
り
出
し
、
学
年
に
応
じ

て
、
原
文
な
ど
を
示
し
て
は
話
し
た
。
そ
し
て
、

帰
す
る
所
の
話
題
は
、
青
年
の
自
主
独
立
の
精

神
を
尊
び
、
社
会
生
活
上
の
協
同
精
神
を
讃
え
、

責
任
の
持
て
る
人
間
に
成
る
こ
と
、
責
任
を
負

わ
さ
れ
得
る
人
間
に
成
る
こ
と
、
な
ど
を
繰
り

返
し
語
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
志
の
向
き

や
気
運
は
、
職
員
に
も
生
徒
の
間
に
も
自
ら
醸

さ
れ
て
き
た
。
な
お
、
校
訓
の
形
式
的
条
件
と

し
て
頭
に
置
い
た
の
は
、
文
字
は
平
凡
で
直
読

直
解
さ
れ
、
他
の
説
明
を
要
せ
ず
に
、
自
己
の

解
釈
力
で
深
浅
如
何
様
に
も
解
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
箇
条
は
多
く
な
く
簡
潔
に
、
そ
し
て

長
く
記
銘
さ
れ
、
一
生
涯
を
通
じ
て
、
時
あ
れ

ば
脳
裡
に
呼
び
、
指
針
と
成
る
よ
う
な
、
し
か

も
、
夫
々
は
関
連
を
持
っ
て
、
木
に
竹
の
よ
う

な
モ
ザ
イ
ク
の
羅
列
に
成
ら
ず
、
一
体
と
成
っ

て
人
格
を
培
う
も
の
で
あ
り
た
い
、
と
の
願
い

で
あ
っ
た
。 

 

『
自
主
』 

 

『
協
同
』 

 

『
責
任
』 

 

あ
え
て
こ
の
際
、
自
明
な
こ
の
三
綱
領
に
つ 

い
て
解
明
す
る
こ
と
は
、
蛇
足
で
あ
ろ
う
か
。 

日
々
の
教
育
上
、
こ
れ
が
ど
ん
な
に
活
用
さ
れ

具
現
さ
れ
る
か
は
、
こ
れ
を
用
い
る
そ
の
人
に

あ
り
、
生
徒
が
日
夜
の
修
業
に
如
何
に
活
か
し
、

卒
業
後
の
長
い
人
生
の
間
、
各
種
の
境
涯
に
お

い
て
、
こ
れ
を
羅
針
盤
と
し
て
、
如
何
に
方
向

を
求
め
、
灯
台
と
し
て
、
如
何
に
光
明
を
探
る

か
は
、
こ
れ
又
そ
の
人
の
器
に
あ
る
。 

 

『
自
主
』(

自
由
・
自
律)

は
、 

そ
も
そ
も
人
間
存
在
の
基
本
性
格
で
あ
り
、
こ

こ
に
生
き
て
真
の
人
間
が
あ
り
、
こ
れ
を
失
う

時
、
人
間
の
本
質
と
道
徳
の
根
基
が
破
れ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
を
憧
憬
し
こ
れ
を
確
立
す
る
絶

好
の
時
機
は
、
青
少
年
時
代
で
あ
る
。 

 

『
協
同
』
は
、 

今
後
の
民
主
的
社
会
の
基
調
で
、
従
来
の
我
が

国
民
の
徳
性
に
乏
し
か
っ
た
点
で
あ
る
。
前
者

の
『
自
主
』
が
、
個
人
道
徳
の
根
基
と
な
る
も

の
と
す
れ
ば
、
後
者
の
『
協
同
』
は
、
社
会
道

徳
の
紐
帯
【
ジ
ュ
ウ
タ
イ
・
チ
ュ
ウ
タ
イ
。
ひ

も
と
お
び
。
転
じ
て
、
い
く
つ
か
の
も
の
を
結

び
つ
け
る
大
切
な
も
の
。
】
で
も
あ
ろ
う
。
両
綱

領
を
並
び
合
わ
せ
て
、
個
人
的
に
も
社
会
的
に

も
、
不
動
の
指
標
が
打
ち
建
ち
得
る
、
と
信
じ

る
。 

 

『
責
任
』
は
、 

主
体
的
に
生
き
る
人
生
の
不
可
欠
の
信
条
で

あ
り
、『
自
主
』
の
美
を
成
せ
る
も
『
責
任
』

で
あ
り
、『
協
同
』
の
実
を
結
ば
せ
る
の
も
ま

た
こ
れ
で
あ
る
。
更
に
、
敢
然
と
し
て
男
子
の

本
懐
と
す
る
と
こ
ろ
の
美
徳
も
、
こ
れ
で
あ
る
。

し
か
も
、
現
時
、
と
も
す
る
と
若
い
世
代
に
失

わ
れ
が
ち
な
も
の
と
し
て
、
念
々
護
持
す
べ
き

も
の
が
、
ま
た
こ
れ
で
あ
る
。 

 

こ
う
見
る
時
、
こ
の
三
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、 

人
格
の
中
核
に
育
ま
れ
る
な
ら
ば
、
新
教
育
の

精
神
に
則
る
学
窓
生
活
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
が
一
体
と
成
っ
て
人
生
の
行
路
を
照
ら

せ
ば
、
ど
ん
な
境
遇
職
域
に
あ
っ
て
も
、
確
固

不
磨
の
人
生
訓
と
成
り
、
凡
百
の
諸
徳
目
こ
れ

に
従
っ
て
生
ま
れ
る
、
と
解
さ
れ
る
で
は
な
か

ろ
う
か
。 

委
員
会
の
討
議
の
結
果
も
、
こ
れ
に
帰
一
し
、

更
に
、
職
員
会
議
に
も
諮
り
、
な
お
、
生
徒
の

世
論
調
査
の
結
果
も
、
勢
い
符
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
締
結
し
て
、
こ
れ
を
校
訓
に
し
た
い
、
と

い
う
希
求
と
な
り
、
こ
う
し
た
経
過
で
始
め
て
、

総
意
が
こ
こ
に
結
集
し
た
の
で
あ
る
。 

 

十
一
月
三
日
は
、｢

文
化
の
日｣

で
あ
り
、
こ

の
吉
日
を
も
っ
て
校
訓
制
定
を
記
念
し
よ
う

と
し
て
、
改
め
て
生
徒
に
も
こ
れ
を
公
表
し
、

生
徒
代
表
が
、
新
し
い
校
訓
を
体
し
て
校
風
の

刷
新
を
す
る
旨
の
厳
か
な
宣
誓
を
為
し
、
式
後
、

講
堂
前
に
数
株
の
公
孫
樹
【
イ
チ
ョ
ウ
。
銀

杏
・
鴨
脚
】
等
の
記
念
植
樹
を
し
て
、
い
さ
さ

か
百
年
の
計
を
成
す
の
意
を
象
徴
し
た
。 

 
 

            

 

自
主
、
独
立
に
徹
し
、 

 

協
同
、
大
和
を
成
し
、 

 

責
任
、
本
務
を
果
す
。 

 
 校

訓
の
真
精
神
を
生
か
し
、
珠
を
磨
い
て
光
あ

ら
し
め
る
も
の
は
、
我
が
土
浦
第
一
高
等
学
校

に
学
び
、
こ
の
学
窓
を
出
た
者
の
双
肩
に
あ
る

も
の
と
思
う
。
ど
う
か
、
往
時
の
教
職
員
生
徒

が
、
混
迷
の
間
か
ら
心
胆
を
砕
い
て
生
み
成
し

た
校
訓
の
精
神
を
存
分
に
生
か
し
、
幸
福
に
し

て
充
実
し
た
有
意
義
な
人
生
を
生
き
抜
か
れ

ま
す
よ
う
、
念
じ
つ
つ
筆
を
擱
く
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
校
訓
は
、
1948
年
４
月
１
日
に
発
足
し
た
茨

城
県
立
土
浦
第
一
高
等
学
校
に
継
承
さ
れ
、
今

日
に
至
って
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 


